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曽於市
どんなまち

はこれから特 集

曽於高校の２・３年生の 36名に聞きました。

将来、曽於市にどんなまちであって欲しい？

になっていく？
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さくらちゃん

ゆずくん

そうだね。見当もつかないよ…。これはもう、いっそ

曽於市に直接聞いてみたらいいんじゃないかな？ 

色んな意見が出てる！ みんなちゃんと答えられるなんて

すごーい！ でも、どうなるか全然想像できないよね…
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実際のところ、これから曽於市はどんなまち
になっていこうと思ってるの？

へえ…なんかふわっとしてるね。

トークルーム　　Ｔｏ　曽於市役所

これからというのがどのくらいの先かわからないですが、
ひとまず 2025 年までに「豊かな自然の中で みんなが創
る 笑顔輝く元気なまち」を目指しています。

「第二次曽於市総合振興計画」というまちづくりのガイド
ラインがあって、それをもとに市の事業が決められてい
ます。どんなものがあるか、ぜひ読んでみてください。

https://bit.ly/2UAADdf
   曽於市役所ホームページ
   第二次曽於市総合振興計画について

進んでます…！ この計画はわたしたち行政だけが進める
ものではなく、市民や地域などみんなが一体となって実
現させていくものなんですよ。

どうしたらそんなまちになるのか
想像できなくない？

わかる！ 全然できない。

見てきたけどページ数がすごい
あって読む気が失せる件

そもそもこの計画はちゃんと進
んでるの？

どんな感じで進んでいるのか知りたいかも～
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例えばこんな風に進んでいます

「第二次曽於市総合振興計画」は５つの基本方向と９つの基本計画から、まちづ
くりの指針を決めています。基本計画の中にも細かな目標と「これまでの成果
と課題」から「今後の取り組み」などが書かれています。例えば…

これを実現するために進められている事業のひとつに「本庁・支
所機能再編計画」っていうのがあるのね。

基本計画番号 1　市民全員が一体となって課題を解決するまち
（時代の変化に対応したスピード感のある行政運営 ・ 安心で快適な公共施設 ）

　

曽
於
市
で
は
、
平
成
17
年
に
３

町
が
合
併
し
た
際
に
す
べ
て
の
機

能
を
末
吉
本
庁
に
統
合
せ
ず
、
教

育
委
員
会
、
農
業
委
員
会
、
福
祉

事
務
所
の
機
能
を
各
支
所
に
分
散

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
ま
ち
づ
く
り
や
実
務
引

継
の
観
点
か
ら
、
合
併
時
に
す
べ

て
の
機
能
を
一
元
化
す
る
の
は
控

え
、
段
階
を
追
っ
て
整
備
し
て
い

く
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
形
で

本
庁
に
移
行
し
て
い
く
べ
き
か
さ

ま
ざ
ま
な
検
討
が
行
わ
れ
、
平
成

27
年
に
は
「
第
二
次
曽
於
市
行
政

改
革
大
綱
」
で
「
10
年
以
内
に
本

庁
移
管
す
る
こ
と
」
と
「
支
所
で

は
安
定
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
提
供

維
持
」
が
掲
げ
ら
れ
、大
隅
・
岩
川
・

財
部
の
各
地
域
検
討
委
員
会
に
て
、

よ
り
深
く
具
体
的
な
検
討
が
行
わ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
流
れ

「
本
庁
・
支
所
機
能
再
編
計
画
」

大隅地域振興検討委員会

財部地域振興検討委員会

行政改革推進委員会

岩川地域市街地活性化検討委員会

【検討委員会のメンバーとスケジュール】
大隅地域振興検討委員会	 　　市民 15 人による構成　平成 30 年 5 月～ 7 月開催
財部地域振興検討委員会	 　　市民 15 人による構成　平成 30 年 5 月～ 7 月開催
岩川市街地活性化検討委員会	　　市民等 15 人による構成　平成 30 年 9 月～ 11 月開催
曽於市行政改革推進委員会	 　　市民等 10 人による構成　平成 30 年 12 月～平成 31 年 3 月開催



8Soo City Public Relations,2019.5.Japan

末
吉

◎ 

建
物

　

本
庁
・
支
所
機
能
再
編
に
伴
い

必
要
と
な
る
本
庁
庁
舎
増
築
に
あ

た
っ
て
は
、
概
ね
３
階
建
て
で
延

べ
床
面
積
１
、２
０
０
㎡
程
度
を

考
え
て
い
る
と
の
説
明
で
し
た

が
、
現
在
で
も
不
足
し
て
い
る
執

務
室
ス
ペ
ー
ス
や
会
議
室
、
相
談

室
な
ど
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
明

る
く
市
民
に
優
し
い
ス
ペ
ー
ス
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

防
災
拠
点
と
し
て
、
災
害
時
の

災
害
対
策
本
部
設
置
ス
ペ
ー
ス
や

市
民
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
、
資
材
倉

庫
等
の
設
置
が
新
た
に
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
通
常
は
会
議
室
や

相
談
室
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
有

効
活
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

施
し
た
施
設
と
し
、
市
民
が
よ
く

利
用
す
る
市
民
部
門
・
福
祉
部
門
・

税
部
門
等
の
部
署
は
、
１
階
に
配

置
す
る
な
ど
配
慮
が
必
要
で
す
。

　

行
政
施
設
の
役
割
以
外
に
も
市

民
が
楽
し
め
る
空
間
を
取
り
入
れ
、

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
に

も
優
し
い
施
設
な
ど
将
来
を
見
据

え
た
市
民
の
利
用
し
や
す
い
特
徴

あ
る
施
設
の
検
討
を
望
み
ま
す
。

◎ 

サ
ー
ビ
ス

　

来
庁
者
の
利
用
頻
度
の
多
い
関

連
の
あ
る
課
の
集
中
配
置
や
閉
庁

日
で
も
住
民
票
等
の
発
行
サ
ー
ビ

ス
が
可
能
と
な
る
体
制
づ
く
り
等

を
実
施
す
る
こ
と
が
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
最
重
要
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

（
抜
粋
）

本庁に機能を集めると
職員も部署が増えるか
ら、色々な整理が必要
そうなんだね！

平成 30 年度に各地域の検討委員会では「機能が本庁に集約した後の支所体制」
や「中央公民館」についても話し合いが行われ、その内容は曽於市行政改革推
進委員会にて審議が進められ、平成 31 年３月に答申が市長に渡されました。

つまりこれは曽於市が大学の先生や地域の代表の人たちに集まっても
らって、「本庁・支所機能の再編についてみんなで考えてそれを教えてく
ださい」ってお願いして出てきた結果を、案としてまとめたものなんだね。

「スピード感がある行政運営」という将来像を実現するためには本庁と
支所の機能をひとつにした方が良いということね。検討委員会ではどう
いったことが話し合われて、今後はどうなっていくのかしら？

これらの意見は「財部、大隅の地域振興委員会と岩川市街地活性化検討委員会
の答申は地域の代表の方々の意見なので重視すること」とされています。

　

支
所
職
員
数
の
減
（
教
育
委
員

会
・
福
祉
事
務
所
・
農
業
委
員
会

の
本
庁
機
能
集
約
の
た
め
）
を
伴

う
再
編
を
行
う
こ
と
で
よ
り
一

層
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
ま
す
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

維
持
・
向
上
な
ど
支
所
機
能
の
充

実
は
必
須
と
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
支
所
は
主
に
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
特
化
し
た
業
務
に
専
念
す
る

な
ど
、
本
庁
事
務
と
の
役
割
分
担

を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
対

応
事
務
に
絞
っ
た
支
所
機
能
を
目

指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
方
法
と
し

て
、
フ
ロ
ア
案
内
専
門
員
の
配
置

や
テ
レ
ビ
電
話
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー

ル
な
ど
の
活
用
も
積
極
的
に
導
入

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

耐
震
性
や
防
災
拠
点
の
課
題
か

ら
本
庁
庁
舎
の
増
築
や
支
所
庁
舎

の
移
転
改
築
な
ど
は
必
須
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
現
実
的
に
建
設
可
能

な
の
か
財
源
を
含
め
た
事
業
計
画

が
必
要
で
す
。

（
抜
粋
）

6:15

6:24

既読
6:15

既読
6:24
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大
隅

財
部

◎ 

庁
舎
建
物

　

財
部
支
所
庁
舎
は
、
建
築
経
過
年

数
、
建
物
の
構
造
や
耐
震
診
断
な
ど

を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
30
人

か
ら
40
人
程
度
配
置
で
き
る
コ
ン
パ

ク
ト
な
庁
舎
を
新
築
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
に

も
利
用
し
や
す
い
１
階
建
て
を
望
み

ま
す
。な
お
建
築
場
所
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
深
い
検
討
を
希
望
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
集
う
場
と
し
て
、

子
育
て
支
援
、
健
康
づ
く
り
、
金
融

機
関
等
や
店
舗
等
の
民
間
施
設
等
を

設
置
す
る
複
合
施
設
機
能
の
検
討
も

望
み
ま
す
。

◎ 

支
所
再
編
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

農
業
委
員
会
と
福
祉
事
務
所
の
本

庁
移
管
は
や
む
を
得
な
い
が
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と
が
無
い

よ
う
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
特
化
し
た
事

務
を
引
き
継
ぐ
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◎ 

財
部
中
央
公
民
館

　

立
地
場
所
や
現
在
の
施
設
の
利

活
用
な
ど
、
現
状
維
持
の
意
見
も

多
い
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
長
く

利
用
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
に

耐
震
調
査
を
実
施
し
、
耐
震
が
無

い
場
合
に
は
耐
震
補
強
お
よ
び
改

修
を
実
施
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま

す
。

◎ 

自
治
会
・
小
学
校
統
廃
合

　

自
治
会
統
合
の
推
進
、
小
学
校

は
当
分
の
間
は
現
状
維
持
を
希
望
。

◎ 

ほ
か
に
も
…

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

と
住
民
説
明
会
の
開
催
。

（
抜
粋
）

◎ 

建
物

　

現
庁
舎
は
建
築
経
過
年
数
、
建
物

の
構
造
、
耐
震
診
断
等
の
状
況
お
よ

び
河
川
氾
濫
に
よ
る
水
害
を
受
け
る

立
地
場
所
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
災
害

の
影
響
を
受
け
に
く
い
場
所
へ
の
移

転
新
築
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
交
通
面
の
ア
ク
セ
ス
や
市
有
地

の
有
効
活
用
、
既
存
施
設
と
の
連
携

な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
大
隅
文
化
会

館
周
辺
が
建
設
候
補
地
と
し
て
最
適

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
に

も
利
用
し
や
す
い
１
階
建
て
で
、
庁

舎
内
に
金
融
機
関
等
や
店
舗
等
を
設

置
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

◎ 

大
隅
中
央
公
民
館

　

駐
車
場
も
狭
く
外
観
上
も
老
朽
化

が
著
し
い
た
め
新
築
す
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。
利
用
状
況
を
詳
細
に
調
査

し
、
代
替
施
設
に
よ
る
利
用
検
討
や

利
用
実
績
に
応
じ
た
建
築
規
模
を
算

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎ 

支
所
再
編
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

本
庁
集
約
は
や
む
を
得
な
い
が

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
、
本

庁
ま
で
行
か
な
く
て
も
手
続
き
・

相
談
・
指
導
等
を
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
に
取
組
み
、
地
域
に
精

通
す
る
職
員
に
な
る
よ
う
に
資
質

向
上
に
務
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に

特
化
し
た
事
務
を
引
き
継
ぐ
体
制

を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎ 

複
合
施
設
の
検
討

　

大
隅
支
所
庁
舎
と
大
隅
中
央
公

民
館
の
施
設
を
そ
れ
ぞ
れ
整
備
す

る
の
で
は
な
く
、
支
所
庁
舎
の
機

能
に
中
央
公
民
館
を
取
り
込
ん
だ

複
合
施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ
と

で
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
市
民
や
利
用

者
が
使
い
や
す
い
施
設
の
建
設
を

要
望
し
ま
す
。

◎ 

岩
川
小
学
校
跡
地

　

運
動
場
は
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
の

主
会
場
で
あ
る
た
め
、
現
状
を
維

持
。
解
体
し
な
い
特
別
校
舎
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
の
有

効
活
用
の
検
討
が
必
要
で
す
。

（
抜
粋
）

災 害 の こ と も 含 め て、
各町で細かいところま
で話し合うのね。「まち
づくり」ってこうして
進んでいくんだ！

この件についてはまだ案が出されている段階で決定ではありません。今年度は
市民の皆さんへのアンケートや説明会を行っていく予定ですので、また詳しい
内容や今後の動きなどは、一緒に考えていきましょう！

本庁・支所再編計画　問合せ先　総務課　☎ 0986-76-8801
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具体的な事業をみたらなんか「まちづくり」が進
んでる実感が湧いた…！ 面白いね！既読

7:00

7:00

基本方向 1　市民主役の協働のまちづくり
○第２次まち ・ ひと ・ しごと創生総合戦略策定事業（ 312 万４千円）

平成 27 年度策定の「曽於市まち ・ ひと ・ しごと創生総合戦略」 の見
直しを行い、 新たな人口ビジョンおよび総合戦略の策定を行うことで、
地方創生を更に推進します。

基本方向２　市民のこころ安らぐまちづくり
○生活困窮者自立支援各種事業（ 548 万１千円）

生活困窮者自立支援法に基づき、 生活保護に至っていない生活困窮
者に対する「第２のセーフティネット」 として包括的な支援を実施します

（ 一時生活支援 ・ 就労準備支援 ・ 家計改善支援 ・ 子ども学習支援）。

基本方向３　地域資源を活かし、 活力とにぎわいのまちづくり
○企業合宿誘致補助金（ 100 万円）

基本方向４　市民生活の土台を守るまちづくり
○市道舗装等修繕工事（ 5,350 万円）

市道の舗装 ・ 法面修繕の計画策定により、 国の公共施設等適正管理
推進事業債を活用した市道修繕を実施します。

市内の宿泊施設にて研修 ・ 合宿を行う情報通信事業者を補助するこ
とにより、 曽於市の認知度向上およびサテライト施設への入居を推進
します。

基本方向５　個性豊かな教育と文化のかおるまちづくり
○小 ・ 中学校屋内運動場非構造部材改修工事（ ３億 6,487 万 9 千円）

児童 ・ 生徒の安全確保を図るため、 老朽化した小 ・ 中学校屋内運動
場の外壁 ・ 内壁 ・ 吊り物等の調査や改修を実施します。

さきほど紹介した「本庁・支所機能再編計画」は長期的な事案で
すが、毎年の予算でも「まちづくり」を知ることができますよ。
平成 31 年度予算ではこんな新規事業を始めています。

トークルーム　　Ｔｏ　曽於市役所
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施
政
方
針
概
要

１
．
人
口
増
対
策

　

末
吉
町
柳
迫
地
区
お
よ
び
大
隅
町
坂

元
地
区
の
宅
地
分
譲
の
販
売
は
平
成
30

年
度
か
ら
開
始
。
大
隅
町
大
隅
南
地
区

の
販
売
は
平
成
31
年
夏
頃
か
ら
開
始
予

定
。
平
成
31
年
度
は
財
部
地
域
に
お
い

て
宅
地
分
譲
事
業
を
推
進
。

２
．
子
育
て
支
援

　

保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

育
園
や
幼
稚
園
等
の
負
担
金
の
軽
減
や

高
校
３
年
生
相
当
時
ま
で
の
医
療
費
の

無
料
化
、
小
中
学
校
の
給
食
費
に
つ
い

て
月
額
３
分
の
１
以
内
の
補
助
を
継
続
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
、
子
育
て
支
援
拠

点
事
業
と
し
て
大
隅
地
区
と
財
部
地
区

に
新
た
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
安
心
し
て
子
育
て
が
出
来
る
環
境

づ
く
り
を
更
に
推
進
。

３
．
情
報
発
信

　
「
市
報
そ
お
」
と
「
Ｓ
ｏ
ｏ 

Ｇ
ｏ
ｏ

ｄ 

Ｆ
Ｍ
」
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
楽
し

み
の
あ
る
も
の
に
。
ま
た
、
乃
木
坂
46

の
大
園
桃
子
さ
ん
を
初
め
と
す
る
Ｐ
Ｒ

大
使
の
支
援
に
よ
る
本
市
Ｐ
Ｒ
の
推
進
。

４
．
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
改
修

　

老
朽
化
し
た
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施

設
お
よ
び
設
備
の
大
規
模
改
修
工
事
を

平
成
31
年
度
ま
で
の
３
カ
年
事
業
と
し

て
実
施
。
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
化

や
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
。

５
．
産
業
の
振
興

　

曽
於
市
は
畜
産
を
中
心
と
す
る
農
業

の
ま
ち
で
あ
り
、
農
業
生
産
額
を
増
や

す
こ
と
を
本
市
発
展
の
基
本
と
掲
げ
る
。

　

園
芸
作
物
等
に
つ
い
て
は
畑
か
ん
の

水
を
活
用
し
た
農
作
物
の
収
量
の
増
や

品
質
の
向
上
を
図
り
農
家
の
所
得
向
上

を
促
進
。
ま
た
農
家
の
経
営
安
定
を
図

る
た
め
、
加
工
・
業
務
用
野
菜
の
取
り

組
み
も
更
に
推
進
。

　

地
域
農
業
の
支
援
組
織
と
し
て
の
機

能
強
化
を
図
る
た
め
、
農
業
公
社
の
事

業
を
本
格
的
に
稼
働
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
生
産
基
盤
の
拡
大

を
図
る
た
め
畜
産
公
共
事
業
等
の
活
用

に
よ
る
規
模
拡
大
や
収
益
力
の
向
上
、

畜
産
振
興
協
議
会
事
業
を
中
心
と
し
た

導
入
保
留
対
策
や
家
畜
改
良
を
計
画
的

に
推
進
。
家
畜
衛
生
対
策
の
強
化
に
よ

る
安
心
・
安
全
な
畜
産
物
の
供
給
に
も

努
め
る
。

６
．
ふ
る
さ
と
納
税

　

平
成
30
年
度
は
、
16
億
円
を
超
え
る

寄
附
金
が
あ
り
、
平
成
31
年
度
は
更
に

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
活
動
を
充
実

し
、
本
市
の
全
国
的
な
Ｐ
Ｒ
と
地
域
活

性
化
を
推
進
。

７
．
ひ
と
づ
く
り

　

学
力
向
上
を
最
大
の
目
標
と
し
て
、

小
中
学
校
の
学
習
環
境
整
備
を
積
極
的

に
進
め
る
。
合
わ
せ
て
曽
於
高
等
学
校

の
発
展
に
つ
い
て
も
優
秀
な
人
材
の
育

成
を
学
校
と
連
携
し
「
大
学
等
進
学
祝

金
贈
呈
事
業
」
な
ど
各
種
事
業
を
今
後

も
継
続
し
て
実
施
。

８
．
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

　

平
成
29
年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
地

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
こ
れ
ま

で
３
万
人
を
超
え
る
利
用
が
あ
り
、
今

後
も
市
内
外
か
ら
の
利
用
者
が
広
く
交

流
し
憩
え
る
場
と
し
て
、
施
設
の
充
実

と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
推
進
。

９
．
予
算
編
成
の
概
要

　

平
成
31
年
度
の
予
算
編
成
は
、
平
成

30
年
度
に
引
き
続
き
、
市
民
に
開
か
れ

た
市
政
を
目
指
し
、
農
畜
産
物
の
付
加

価
値
を
高
め
、
商
工
業
の
発
展
を
更
に

推
進
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

笑
顔
が
輝
き
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
、

① 

市
民
に
や
さ
し
い
市
政
運
営

② �

人
と
自
然
を
生
か
し
た
活
気
あ
る

　

 

地
域
づ
く
り

③ �

教
育
・
文
化
を
促
進
し
、
心
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り

④ �

人
口
増
を
目
指
し
、
地
域
活
性
化

の
推
進

⑤ �

農
・
畜
産
物
を
生
か
し
た
所
得
倍

増
の
ま
ち
づ
く
り

の
５
つ
を
基
本
方
針
と
し
て
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、市
民
の
福
祉
、教
育
、

く
ら
し
を
守
る
た
め
の
予
算
と
し
て

編
成
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
31
年
度
の
一
般

会
計
当
初
予
算
は
２
３
４
億
３
千
万

円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
対

し
て
、
２
億
９
６
０
０
万
円
、
１
．

３
％
の
増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
は
予
算
総
額
が

１
１
９
億
８
７
４
８
万
２
千
円
と
な

り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
て
、

１
億
１
３
４
０
万
円
、
１
．
０
％
の
増

と
な
っ
た
。

　

以
上
、
平
成
31
年
度
に
お
け
る
市
政

運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
31
年
２
月
15
日
～
３
月
25
日

　

３
月
定
例
議
会
に
て

曽
於
市
長　

五
位
塚　

剛

当初予算からは今年１年の曽於市の「まちづくり」がわかります。

平成 31 年度の施政方針 はこちらです
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予算なんてちゃんと見たことなかったけど、何に
お金を使うかでまちづくりが見えるんだね。既読

7:00

7:00

予算というのはその１年だけでなく 10 年 20 年先の曽於市のこと

を想って考えられています。ぜひこれからは当初予算を気にし
てみてくださいね！

今年度も
よろしくお願いします！

歳
入 （
表
１
）

　

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、
自
主
財

源
の
う
ち
、
市
税
は
市
民
税
や
固
定

資
産
税
の
増
等
に
よ
り
、３
．９
％
増
の

32
億
３
２
２
０
万
３
千
円
を
計
上
し
、

寄
附
金
は
思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄
附

金
10
億
円
の
計
上
に
よ
り
、
10
億
５
０

０
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
曽
於
市

の
自
主
財
源
比
率
は
32
．９
％
で
あ
り
、

昨
年
度
と
比
較
し
て
１
．２
％
増
え
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
の
う
ち
、
歳
入
全

体
の
32
．９
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は

77
億
８
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
は
合

併
算
定
替
に
よ
る
特
例
交
付
の
段
階
的

縮
減
が
平
成
28
年
度
よ
り
開
始
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、３
億
４
１
０
０
万
円
、４
．

４
％
減
の
74
億
８
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
に
お
い
て
、
市
税
等
の
自
主
財

源
の
大
幅
な
増
は
見
込
め
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
一
般
財
源
の
不
足
額
約
25
億
円

を
財
政
調
整
基
金
等
の
取
り
崩
し
で
対

応
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
債
に
つ
い
て

は
小
・
中
学
校
屋
内
運
動
場
外
壁
・
屋

根
等
改
修
工
事
や
市
役
所
本
庁
舎
耐
震

補
強
お
よ
び
外
壁
改
修
工
事
等
の
増
に

よ
り
、
12
．７
％
増
の
30
億
５
２
２
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳
出 （
表
２
）

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
人
件
費
は

選
挙
事
務
に
よ
る
手
当
等
の
増
に
よ
り

１
．８
％
増
の
29
億
６
９
２
８
万
２
千
円

と
な
り
物
件
費
は
委
託
料
等
の
増
に
よ

り
２
．６
％
増
の
35
億
２
８
２
８
万
６
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
扶
助
費
は
老
人
福

祉
費
や
児
童
福
祉
費
等
の
減
に
よ
り
、

０
．６
％
減
の
41
億
４
２
８
８
万
７
千

円
、
普
通
建
設
事
業
費
は
小
・
中
学

校
屋
内
運
動
場
外
壁
・
屋
根
改
修
工

事
等
の
増
に
よ
り
、
６
．５
％
増
の

35
億
１
１
４
９
万
６
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
公
債
費
は
償
還
金
元
金
の
増
に

よ
り
、
０
．５
％
増
の
32
億
１
２
５
９
万

５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

区　分 平成 31 年度 平成 30 年度 増減額 伸率
一般会計 234 億 3,000 万円 231 億 3,400 万円 ２億 9,600 万円 1.3％

特
別
会
計

 国民健康保険特別会計 55 億 2,617 万 3,000 円 54 億 8,629 万 1,000 円 3,988 万 2,000 円 0.7％
 後期高齢者医療特別会計 ５億 7,389 万 2,000 円 ５億 7,627 万 7,000 円 -238 万 5,000 円 -0.4％
 介護保険特別会計 54 億 9,923 万 8,000 円 54 億 8,446 万 9,000 円 1,476 万 9,000 円 0.3％
 公共下水道事業特別会計 ２億 5,710 万 9,000 円 １億 9,616 万 2,000 円 6,094 万 7,000 円 31.1％
 生活排水処理事業特別会計 １億 1,322 万 5,000 円 １億 1,267 万 9,000 円 54 万 6,000 円 0.5％
 笠木簡易水道事業特別会計 1,784 万 5,000 円 1,820 万 4,000 円 -35 万 9,000 円 -2.0％

合　計 119 億 8,748 万 2,000 円 118 億 7,408 万 2,000 円 １億 1,340 万円 1.0％
 水道事業（支出計） 10 億 6,456 万 8,000 円 ８億 9,252 万 8,000 円 １億 7,204 万円 19.3％

合　計 364 億 8,205 万円 359 億 61 万円 ５億 8,144 万円 1.6％

会計予算規模

トークルーム　　Ｔｏ　曽於市役所
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歳入総額 234 億 3,000 万円 100％
自主財源 77 億 1,254 万 9 千円 32.9% 市が自ら徴収・収納できる財源

① 市税 32 億 3,220 万 3 千円 13.8％ 市民税・固定資産税・軽自動車
税・市たばこ税

② 分担金および負担金 1 億 6,511 万 9 千円 0.7％ 土地改良事業分担金や保育所利
用者負担金など

③ 使用料および手数料 2 億 9,609 万 2 千円 1.3％ 市営住宅の家賃や住民票証明等
手数料など

④ 財産収入 1 億 9,985 万 8 千円 0.8％ 市の財産貸付料や基金の利息など
⑤ 寄附金 10 億 500 万 3 千円 4.3％ 思いやりふるさと寄附金など

⑥ 繰入金 25 億 6,097 万 2 千円 10.9％ 基金や特別会計から繰り入れた
お金

⑦ 繰越金 5,000 万円 0.2％ 前年度から繰り越されたお金
⑧ 諸収入 2 億 330 万 2 千円 0.9％ ①～⑦以外の収入

依存財源 157 億 1,745 万 1 千円 67.1％ 国や県からの交付金等や借入に
よる財源

⑨ 地方譲与税 2 億 2,430 万円 1.0％ 国税として徴収されたもので国
から市へ与えられたお金

⑩ 地方消費税交付金等 6 億 5,340 万円 2.8％ 地方消費税の一部を人口などに
より案分された交付金など

⑪ 地方交付税 77 億 800 万円 32.9％ 一定の基準により国が交付する
お金

⑫ 国庫支出金 25 億 2,948 万 7 千円 10.8％ 市の特定事業に対して国から交
付されるお金

⑬ 県支出金 15 億 5,006 万 4 千円 6.6％ 市の特定事業に対して県から交
付されるお金

⑭ 市債 30 億 5,220 万円 13.0％ 公共事業などの財源として国や
金融機関から借りたお金

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

歳出総額 234 億 3,000 万円 100％
消費的経費 130 億 1,934 万 4 千円 55.7％ 形を残さない性質の経費

① 人件費 29 億 6,928 万 2 千円 12.7％ 市職員の給与や退職金、共済費

② 扶助費 41 億 4,288 万 7 千円 17.7％ 社会保障制度に基づく経費

③ 物件費 35 億 2,828 万 6 千円 15.1％ 人件費・扶助費などを除く消費
的な費用

④ 補助費 21 億 540 万 9 千円 9.0％ 団体等の補助に交付する費用

⑤ 維持補修費 2 億 7,348 万円 1.2％ 公共施設を維持する費用

投資的経費 35 億 4,453 万 6 千円 15.0％ 公共事業費や国・県等の公共事
業の負担額

⑥ 普通建設事業費 35 億 1,149 万 6 千円 14.9％ 道路新設、公共施設の改築費な
どの費用

⑦ 災害復旧事業費 3,304 万円 0.1％ 災害の原状復帰のための費用

その他経費 68 億 6,612 万円 29.3％ 消費・投資以外の経費

⑧ 公債金 32 億 1,259 万 5 千円 13.8％ 市債元金償還と利子支払い経費

⑨ 繰出金 25 億 1,680 万 6 千円 10.7％ 一般会計から特別会計へ支出さ
れる費用

⑩ 積立金 11 億 671 万 9 千円 4.7％ 基金などに積み立てるための費
用

⑪ 予備費 3,000 万円 0.1％ 万一のときのために備えておく
費用

【表１】一般会計 歳入グラフ

【表２】一般会計 歳出グラフ

⑩
⑪

消費的
経費

55.7％

投資的
経費

15.0％

その他
経費

29.3％

自
主
財
源   

32.9
％

依
存
財
源   

67.1
％

予算について　問合せ先　財政課　☎ 0986-76-8803




